
現
在
、
国
で
は
こ
の
制
度
に
つ
い

て
見
直
し
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
る
段
階
で
、
２
０
２
６
年
内
の

法
改
正
・
施
行
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
改
正
後
は
、
相
続
や
不
動

産
売
却
な
ど
特
定
の
手
続
き
が
必

要
な
場
面
だ
け
後
見
人
が
関
わ

り
、
そ
れ
以
外
の
生
活
上
の
判
断

は
本
人
が
行
う
仕
組
み
へ
と
変
わ

る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
終

身
利
用
で
は
な
く
、
必
要
な
期
間

だ
け
利
用
し
、
役
割
が
終
わ
れ
ば

支
援
を
終
了
で
き
る
制
度
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
後
見
人
報
酬
も
必

要
な
期
間
分
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と

で
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
執
筆
・
司
法

書
士
井
原
哲
也
）

【成年後見制度】が変わろうとしています

 

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能

力
が
低
下
し
、
ご
家
族
等
で

は
対
応
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
に
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任

し
た
後
見
人
（
専
門
職
・
親

族
な
ど
）
が
、
預
貯
金
の
管

理
や
契
約
手
続
き
（
不
動
産

売
却
、
施
設
入
所
契
約
な
ど
）

を
担
う
制
度
で
す
。
現
行
制

度
は
、
支
援
が
必
要
な
状
況

を
き
っ
か
け
に
後
見
が
開
始

さ
れ
る
一
方
、
生
活
が
落
ち

着
い
た
後
も
制
度
が
継
続
す

る
た
め
、
ご
家
族
が
対
応
で

き
る
段
階
に
な
っ
て
も
、
後

見
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

原
則
と
し
て
終
身
利
用
と
な

る
た
め
、
後
見
人
へ
の
報
酬

が
長
期
間
発
生
し
、
費
用
負

担
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
課

題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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「
フ
ォ
レ
ア
ス
だ
よ
り
」
は
訪
問

看
護
の
認
知
向
上
を
図
る
た
め
に

発
行
す
る
当
社
広
報
誌
で
す
。

Ｑ
．
成
年
後
見
は
「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
必

ず
必
要
」
な
制
度
で
す
か
？

フ
ォ
レ
ア
ス

　
　
　
　
だ
よ
り

フ
ォ
レ
ア
ス

　
　
　
　
だ
よ
り

企画・編集:

フォレアス

訪問看護

ステーション

―  必要な支援を、必要な期間だけ  ―

 
現
行
制
度
と
、
現
場
で
の
課
題

 
現
行
制
度
と
、
現
場
で
の
課
題

改
正
で
目
指
す
制
度
の
方
向

性
（
検
討
段
階
）

改
正
で
目
指
す
制
度
の
方
向

性
（
検
討
段
階
）

Ａ
．
必
ず
し
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

日
常
生
活
や
金
銭
管
理
が
家
族
等
の
支
援
で
成
り
立
っ
て

い
る
場
合
は
、
後
見
制
度
を
使
わ
ず
に
生
活
を
続
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
成
年
後
見
は
、
家
族
等
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
い
契
約
や
財
産
管
理
が
生
じ
た
場
合
の
選
択
肢
の

一
つ
で
す
。

Ｑ
．
後
見
人
は
誰
が
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
ま
す
。

 

親
族
の
ほ
か
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
職
が
選

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
族
が
後
見
人
に
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
が
、
状
況
に
応
じ
て
裁
判
所
が
判
断
し
ま

す
。Ｑ

．
後
見
人
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
り

ま
す
か
？

Ａ
．
内
容
や
期
間
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

 

専
門
職
後
見
人
の
場
合
、
月
ご
と
に
報
酬
が
発
生
し
ま

す
。
現
行
制
度
で
は
終
身
利
用
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
長

期
間
に
な
る
ほ
ど
費
用
負
担
が
大
き
く
な
る
点
が
課
題
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
改
正
後
は
、
必
要
な
期
間
だ
け
利
用

で
き
る
制
度
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
改
正
後
は
、
今
す
で
に
後
見
を
使
っ
て
い
る
人

に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
現
時
点
で
は
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

制
度
改
正
は
現
在
検
討
段
階
で
あ
り
、
既
に
利
用
中
の
方
へ

の
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
法
整
備
の
中
で
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
職
や
関
係
機
関

へ
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



厳しい寒さが終わり、暖かくなる春が待ち遠しいですね。早いところ

では二月上旬ごろから咲き始める桜ですが、その華やかな景色とは裏

腹に、ふいに身をすくめるような寒さを感じる日があります。こうし

た春先の冷え込みを表す大和言葉が「花冷え」です。満開の桜の下

で、思わず上着の前を合わせる――そんな情景が目に浮かびます。

 春は穏やかで明るい季節という印象がありますが、実は寒さと暖かさ

が行き交う、少し気まぐれな時期でもあります。それは人の心にも似

ているのかもしれません。新しい季節への期待が膨らむ一方で、どこ

か落ち着かない気持ちを抱えることもあるでしょう。「花冷え」という

言葉には、寒さを嘆くよりも、花をいっそう愛おしむ日本人の繊細な

感性が込められています。美しい大和言葉は、季節の移ろいだけでな

く、私たちの心の動きまでもやさしく映し出してくれるのです。

美しい『大和言葉』で想いを伝える管 理 者 だ よ り

 在宅での生活を続けていると、「今は

何とかできているけれど、この先はど

うなるのだろう」と不安に感じる場面

に出会うことがあります。訪問看護

は、制度を決める立場ではありません

が、生活の中で起きている小さな変化

や困りごとに気づき、必要な相談先に

つなぐ役割を担っています。成年後見

や終活は、すぐに決断するものではあ

りません。気になることがあれば、一

人で抱え込まず、まずは身近な支援者

に声をかけてください。その方に合っ

た選択肢を、一緒に考えていくことが

大切だと考えています。

                    （管理者　井原 亜沙子）

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
を

続
け
る
中
で
起
こ
る

「
困
り
ご
と
」

 

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
方
や
、
身
近

に
頼
れ
る
家
族
が
い
な

い
方
の
場
合
、
生
活
は

成
り
立
っ
て
い
て
も
、

い
ざ
と
い
う
時
の
不
安

を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
入
院

や
施
設
入
所
の
手
続

き
、
不
動
産
や
賃
貸
契

約
の
更
新
、
預
貯
金
の

管
理
な
ど
、「
本
人
名
義

で
な
い
と
進
ま
な
い
手

続
き
」
が
突
然
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
判
断
能
力
が
低
下

し
た
後
で
は
、
こ
う
し

た
手
続
き
を
家
族
だ
け

で
行
う
こ
と
は
難
し

く
、
結
果
と
し
て
成
年

後
見
制
度
を
利
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
属
の
司
法
書
士
に
よ
る
「
終
活

コ
ラ
ム
」
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

花 冷 え花 冷 え

終
活
コ
ラ
ム

訪
問
看
護
・
現
場
レ
ポ
ー
ト

認
知
症
の
あ
る
方
の
在
宅
生
活
を
支
え
る

当
事
業
所
の
支
援
体
制

 

認
知
症
の
あ
る
方
が
住

み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
そ

の
人
ら
し
い
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
当
事

業
所
で
は
訪
問
看
護
を

通
じ
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
状
態
の

観
察
や
服
薬
管
理
に
加

え
、
認
知
機
能
訓
練
の

一
環
と
し
て
、
無
理
の

な
い
ス
ト
レ
ッ
チ
、
塗

り
絵
、
間
違
い
探
し
、

歩
行
訓
練
な
ど
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
取
り

組
み
の
際
は
、
ご
本
人

の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け

な
い
声
か
け
や
関
わ
り

を
大
切
に
し
、
「
で
き

た
」
と
い
う
成
功
体
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と

で
、
自
発
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
看
護
師
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
安
心
感

を
も
っ
て
過
ご
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
何
よ
り

重
視
し
て
い
ま
す
。

 

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
の
不
安
に
も
寄

り
添
い
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
毎
日
を

支
え
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
当
事
業
所
で

は
、
司
法
書
士
が
在
籍

し
て
お
り
、
認
知
症
の

利
用
者
様
や
ご
家
族
が

抱
え
や
す
い
財
産
管
理

や
将
来
に
関
す
る
不
安

に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。
預
貯
金
や
不
動
産

の
管
理
、
各
種
手
続
き

に
関
す
る
ご
相
談
に
加

え
、
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
も
分
か
り
や
す

く
ご
説
明
し
、
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
ご
提
案

し
ま
す
。
医
療
・
看
護

と
法
律
の
両
面
か
ら
支

え
る
こ
と
で
、
利
用
者

様
が
安
心
し
て
生
活
を

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。

は な びは な び

元
気
な
う
ち
に
考
え
て

お
き
た
い
「
成
年
後
見

以
外
の
選
択
肢
」

一
方
で
、
判
断
能
力
が
保

た
れ
て
い
る
段
階
で
あ
れ

ば
、
成
年
後
見
以
外
に
も

備
え
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
任
意
後
見
契
約
を
結

ん
で
お
く
こ
と
で
、「
ど
ん

な
場
面
で
」「
誰
に
」「
ど

こ
ま
で
」
任
せ
る
か
を
、

自
分
で
決
め
て
お
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
遺

言
書
を
作
成
し
て
お
く
こ

と
で
、
万
一
の
際
に
財
産

の
行
き
先
を
明
確
に
し
、

関
係
者
の
混
乱
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
財
産
管
理
契
約
を
結

ん
で
お
く
こ
と
は
、
将

来
、
支
援
者
が
判
断
に
迷

わ
ず
行
動
す
る
た
め
の
大

切
な
手
が
か
り
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
独
居
や

身
寄
り
の
な
い
方
に
と
っ

て
、
自
分
の
生
活
を
自
分

で
守
る
た
め
の
準
備
と
も

言
え
る
で
し
ょ
う
。


